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地
域
貢
献
に
感
謝
状
の
贈
呈

　
８
月
28
日
に
蘭
越
町
せ
せ
ら
ぎ
公
園
内
の
せ
せ
ら
ぎ
ト

イ
レ
の
照
明
器
具
す
べ
て
を
無
償
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
さ

れ
、
地
域
貢
献
い
た

だ
い
た
町
内
の
電
気

取
扱
業
者
で
あ
る
、

㈲
原
田
電
気
（
原
田

智
也
代
表
取
締
役
）、

㈱
長
澤
電
気
（
白
石

勇
代
表
取
締
役
）、

㈲
田
中
電
気
（
髙

橋
美
津
子
代
表
取
締

役
）
へ
、
９
月
２
日
、

金
町
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

（
仮
称
）
曲
子
光
男
記
念
館
検
討
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
申
書
を
提
出

　
９
月
13
日
、
平
成
29
年
10
月
23
日
か
ら
６
回
に
渡
り
開

催
さ
れ
た
「（
仮
称
）
曲
子
光
男
記
念
館
検
討
委
員
会
」

で
審
議
さ
れ
た
諮
問
案
件
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
の
池
田

富
次
委
員
長
と
小
澤

修
副
委
員
長
か
ら
金

町
長
へ
答
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
書
に
は
、
施

設
整
備
や
収
蔵
に
係

る
課
題
、
寄
贈
さ
れ

た
作
品
の
教
育
文
化

活
動
へ
の
活
用
等
の

審
議
結
果
が
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

株
式
会
社
北
日
本
消
毒
と
「
災
害
時
に
お
け
る

　
防
疫
活
動
業
務
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　

　
９
月
４
日
、
㈱
北
日
本
消
毒
（
湊
晃
一
代
表
取
締
役
・

写
真
左
）
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
防
疫
活
動
業
務
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震

や
水
害
の
発
生
時
に
お

い
て
、
衛
生
状
態
の
悪

化
や
感
染
症
な
ど
が
懸

念
さ
れ
る
場
合
に
、
町

の
要
請
に
応
じ
て
㈱
北

日
本
消
毒
が
社
員
を
派

遣
し
、
消
毒
、
害
虫
の

駆
除
作
業
等
の
協
力
が

行
わ
れ
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
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ARKスプリント300
第40回一灯園交流祭
御成地区敬老祝賀会
名駒地区敬老会
劇団すわらじ劇園児童劇公演
第14回後志中学校新人戦バレーボール大会
目名地区敬老会
町民プールクローズ
第６回全町女性レクリエーションスポーツ
交流会
１日防災学校（昆布小学校）
第17回蘭越町営温泉湯の旅ゲートボール大会
1.6歳児・３歳児健診
乳幼児歯科健診
北海道一級河川環境保全連絡協議会尻別川部会
高齢者グループホームらんこし敬老会
尻別川水質事故対策訓練
蘭越地区敬老会
昆布地区敬老祝賀会
上里地区敬老会
港町敬老祝賀会
一灯園敬老会
第３回蘭越町議会定例会（～19日）
第14回蘭越町グラウンド・ゴルフ秋季交歓大会
蘭越コスモス会解散総会
第44回全後志少年柔道大会
第１回防災意識向上講演会（蘭越保育所）
第28回蘭越町農業委員会総会
秋の全国交通安全運動黄色い旗の波街頭啓発

第24回こぶし杯パークゴルフ大会
羊蹄山麓愛食デー
教育推進計画策定生涯学習専門部会
蘭越中学校蘭中祭
ちびっ子チャレンジクラブ「稲刈りに挑戦！」
女性ドライバー部会による通過車両啓発
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今
年
も
稲
刈
り
が
順
調
に
進
み
、

昨
年
以
上
の
豊
作
と
言
う
こ
と
で
、

我
が
家
に
も
新
米
が
食
卓
に
な
ら
び

ま
し
た
。
地
元
育
ち
の
私
は
、
昔
か

ら
本
町
の
お
米
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
あ
ま
り
味
を
気
に
し
た
こ
と
が

な
く
、「
お
米
は
美
味
し
い
も
の
」

が
当
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改

め
て
他
の
お
米
と
食
べ
比
べ
る
と
、

い
か
に
贅
沢
な
美
味
し
い
お
米
を
い

た
だ
い
て
い
た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
山
）

先
日
、
高
校
時
代
の
友
達
に
ら
ん

こ
し
米
を
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、「
こ

ん
な
旨
い
米
初
め
て
食
べ
た
！
」
と

炊
飯
ジ
ャ
ー
い
っ
ぱ
い
の
ご
飯
が
ぺ

ろ
っ
と
な
く
な
り
ま
し
た
。
蘭
越
も

新
米
の
季
節
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
こ
の
味
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
島
下
）

　

　
短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

小
森　

チ
ナ

猛
暑
去
り
こ
こ
ち
よ
き
風
に
秋
来
た
り

稲
穂
も
ゆ
れ
て
畑
作
ら
し
き

西
條　

美
登

青
空
と
雲
の
狭
間
に
虹
出
で
て

茶
の
間
の
窓
よ
り
長
く
見
入
り
ぬ

田
中
ち
る
は

ま
ま
な
ら
ぬ
雨
に
泣
く
地
と
望
む
地
と

空
広
け
れ
ば
ま
だ
ら
の
模
様

中
林　

ト
メ

早
々
と
黄
金
色
増
す
直
播
の

稲
田
に
作
る
枝
の
影
見
ゆ

中
屋　

吉
恵

ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
に
見
ゆ
る
百
合
ロ
ー
ド

さ
す
が
真
狩
黄
色
に
そ
ま
り

野
口
の
ぶ
子

胸
の
う
ち
い
ち
ど
す
っ
ぽ
り
空
に
し
て

想
い
出
楽
し
く
歩
ん
で
み
た
い

宮
谷
内
誠
子

大
い
な
る
自
然
の
節
理
に
従
い
て

花
姿
の
ま
ま
夏
椿
落
つ

脇
山　

好
子

歌
詠
め
ば
私
の
知
ら
ざ
る
我
に
会
い

我
が
私
を
励
ま
し
く
る
る

吉
田　

文
子

手
を
握
り
肩
抱
き
合
ひ
て
古
希
祝
ひ

恩
師
囲
み
て
湯
宿
眠
ら
ず

久
保
田
飛
鳥

空
に
咲
く
打
ち
上
げ
花
火
の
爆
音
に

ひ
と
り
ま
た
ひ
と
り
幼
子
は
泣
く

　

俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

上
野　

朝
子

一
葉
の
落
ち
て
無
音
や
秋
初
め

 

西
岡　

孝
一

仲
秋
に
丸
も
の
飾
り
平
穏
に

田
中　

水
月

山
に
雪
備
え
促
す
里
の
声

中
兼
裕
美
子

亡
き
人
に
導
か
れ
て
や
秋
彼
岸

 

　

～
師
（
故
・
石
坂
壽
一
氏
）
を
偲
ん
で
～

石
坂　

寿
鳳

新
米
の
艶
を
祠

ほ
こ
ら

に
供
え
け
り

　

△９月 28日　蘭越の夜空に突如現れた、
　　　　　　  神秘的な自然現象「漁火光柱」

タイトル ：「冬
とうちょう

朝」

出  品  展：「東丘社第 48 回展」

制  作  年：平成３年
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現寸法（縦 110.8cm×横 161cm）




